
 
 
 
 
 

 

☆ほめて育てる 
あるスポーツ指導者がこんなことを語っておられました。 

・・・・・・プレイの失敗があっても、前向きな失敗はほめ続けることにした。それ

以来、自分の指導の言葉が日に日に変わってきた。 
 子どもは「ほめられるプレイ」は繰り返す。繰り返すうちに判断力も育ち失敗が減

ってきた。やがて、「ほめられるプレイ」が次々に連結するようになり、指導者のイメ

ージをはるかに越えるような驚くべき動きをするようになった。 
 「指導者の力を越える」とはこういうことだと実感した。・・・・・ 
 スポーツに限らず、子どももおとなも、叱られたときには「よくなかった」ことは

分かっても「何がよいことか」のイメージがつかめるわけではありません。逆に、ほ

められたときには「よいこと」のイメージがはっきりとし、「自分のものとして定着さ

せたい」という気持ちにもなります。 
 物事を身につけさせようとするとき、ほめて、イメージをもたせ、意欲をわかせな

がらできていくようにしたいものです。そこから、「プラス志向」も同時に身について

いくのではないかと思います。 
 

１年生交通安全教室・３年生自転車教室 
４月 22 日（金）に、１年生を対象にした交通安全教室と、３年生を対象にした自転

車教室が行われました。 
 1 年生の交通安全教室では、中央警察の方に交通 
安全で最も大切な注意事項をいくつか指導していた 
だきました。そして、校庭に描かれた横断歩道を実 
際に歩きながら、その注意事項を一つ一つ確かめて 
                みました。 
                 ３年生の自転 
                車教室では、自 
                転車の乗り方の基本を教えていただきました。 
                「自転車の乗り方はもう知っている」という子ど

もたちも、本当に正しい乗り方を勉強することが 
できました。 
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新体力テスト 
今週の体育の授業においては、「児童の運動能力 

の現状を把握するとともに、運動能力・体力向上へ 
の関心と態度を養う」ことを目的に、新体力テスト 
を行いました。 
各学年の種目は次のとおりです。 

○ １・２年・・・50ｍ走 
○ ３・４年・・・50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ 
○ ５年・・・・・50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、上体起こし、 

長座体前屈、反復横とび、握力、20ｍシャトルラン 
○ ６年・・・・・50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ 
 

６年生「縄文土器風飾り植木鉢づくり」 
５月 11 日（水）に、６年生は「縄文土器風飾り植木鉢づくり」に挑戦しました。こ

の活動は、広島市文化財団の方にご指導いただき、６年生一人一人が縄文土器のよう

な模様をつけた植木鉢を制作しようというもの 
です。 
今年もアイデアいっぱいのユニークな植木鉢 

ができつつあります。あとは、釜でじっくり焼 
けば完成です。そして、６年生は卒業式が近づ 
くと、この植木鉢に花の苗を植えます。色とり 
どりの花を咲かせたこの植木鉢は、卒業式のス 
テージに飾られます。 
 

ふれあいひろば推進員の先生と 
特別支援教育アシスタントの先生 

ご紹介が遅くなりましたが、『学校だより（№１）』に掲載した本年度の教職員 30 名

に加えて、さらに２名の先生についてお知らせいたします。 
林理恵子（はやし りえこ）先生：ふれあいひろば推進員として、たけのこ学級や

いろいろな学級をお世話いただきます。 
寺本克史（てらもと かつふみ）先生：昨年までは、ふれあいひろば推進員として

お世話いただきましたが、本年度は、特別支援教育アシスタントという立場でお世話

いただくことになりました。 
 

 

 


